
一般会計予算
31億7 千7 百20万円

豊
か
な
、
活
力
あ
る
油
谷
町
を
め
ざ
し
て

昭
和
六
二
年
度
ま
ち
づ
く
り
予
算
ス
タ
ー
ト

昭
和
六
二
年
第
一
回
定
例
町
議
会
が
三
月
一

二
日
開
会
さ
れ
、
昭
和
六
二
年
度
一
般
会
計
予

算
三
一
億
七
、
七
二
〇
万
円
、
六
特
別
会
計
予

算
一
八
億
一
、
二
八
七
万
六
千
円
、
水
道
事
業

会
計
予
算
一
億
一
、
一
九
六
万
一
千
円
な
ど
が

審
議
さ
れ
、
二
〇
件
が
可
決
し
、
三
月
二
六
日

閉
会
し
ま
し
た
。

１
.
油
谷
湾
総
合
開
発
の
推
進
を

最
近
の
内
外
の
経
済
情
勢
は
一

段
と
厳
し
さ
を
加
え
て
お
り
、
円

高
不
況
・
貿
易
不
均
衡
の
是
正
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
与
え
る
影

響
は
誠
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
国
の
行
財
政
改
革
の

推
進
と
と
も
に
地
方
自
治
体
の
財

政
は
、
年
ご
と
に
不
安
定
の
度
を

加
え
て
お
り
憂
慮
に
耐
え
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
社
会
経
済
環
境
の
中

で
、
町
勢
の
振
興
発
展
を
は
か
る

た
め
に
は
、
引
き
続
き
行
政
改
革

を
強
力
に
推
進
し
、
財
政
基
盤
を

確
立
し
て
、
弾
力
性
の
あ
る
対
応

力
を
養
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

昭
和
六
二
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
三
一
億
七
、
七
二
〇
万
円

ー
前
年
に
比
べ
わ
ず
か
〇
・
四

％
の
増
加
と
い
う
超
緊
縮
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
編
成
に
あ
た
っ

て
は
「
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ

き
、
極
力
、
経
常
経
費
の
節
減
に

務
め
な
が
ら
歳
入
財
源
の
確
保
を

図
り
ま
し
た
が
、
国
の
税
制
改
正

な
ど
、
な
お
不
確
定
な
要
素
も
多

く
、
今
後
の
推
移
を
見
な
が
ら
財

源
調
整
を
行
い
、
必
要
な
予
算
補

正
に
よ
り
積
極
的
に
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

町
の
活
性
化
を
促
し
、
「
豊
か

な
活
力
あ
る
油
谷
町
」
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
何
と
中
し
ま
し
て
も

「
油
谷
湾
総
合
開
発
」
の
実
現
こ

そ
、
緊
急
の
要
件
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
今

の
経
済
情
勢
は
誠
に
不
確
実
な
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
の
実
現

も
容
易
な
業
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
関
係
機
関
の
助
言
と

協
力
を
得
て
、
そ
の
実
現
に
渾
身

の
努
力
を
重
ね
る
つ
も
り
で
あ
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
み
な
さ
ま
方
の
特

別
な
る
ご
高
配
と
一
層
の
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

施政 方 針 を 述 べ る 今 津 町 長

２
産
業
の
基
盤
整
備
を
推
進

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

は
、
貿
易
自
由
化
の
嵐
の
中
で
誠

に
厳
し
い
い
而
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
米
の
生
産
調
整
は
一
段
と
強

化
さ
れ
、
六
二
年
度
の
転
作
面
積

は
二
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
耕
地
而

積
の
二
二
％
と
決
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
水
田
の
有
効
利
用
と
良

質
米
の
計
画
生
産
を
推
進
し
な
が

ら
、
畜
産
振
興
を
柱
と
し
て
、
但

馬
牛
の
導
人
と
生
産
牛
の
町
内
保

留
に
よ
る
増
頭
を
進
め
、
更
に
、

開発の待たれる油谷湾
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